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農林水産政策研究所とは？

農業綜合研究所*設立
（東京都港区麻布）

１９４６年１１月

新庁舎設立・移転
（東京都北区西ヶ原）

１９５９年１１月

霞が関合同庁舎４号館
へ移転

（東京都霞が関）

２００８年１１月

農林水産政策研究所
に改組

２００１年４月

• 2001年に4月にに農林水産関係で唯一の国の政策研究機関として，農業
総合研究所を改組して設立

• 農業経済，社会学などの社会科学的アプローチを中心として研究を行う
• 行政部局と連携し，新たな政策の展開方向に機動的かつ的確に対応した
政策研究を進める
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（＊1949年より，農業総合研究所と漢字の変更）



3 発表の内容

１．GISとリモートセンシング（RS)の農業利用について
 → GISやRSは1980年代～1990年代から農業に利用
 → 研究利用は進んでおり，農業経営にも取り入れられている
 → 行政利用としては，まだ途上

２．小麦のブロックローテーションを対象にした分析事例
 → 無償の衛星画像と無償の圃場区画情報
 → Arc GIS Proを使ってどのように操作するのかを紹介
 → 比較的簡単に精度のよい分析ができる

データや分析ソフト，パソコン環境などが大幅に進化
様々な業務にGISを取り入れるチャンス？！



GISやリモートセンシングと農業

石田(1995)によると，
• 1980年代に欧米を中心に急速に発展したGISは，1990年代に日本でも本格的に導入
• 農業・農村にかかわることとしては，資源評価，主題図作成，計画の基礎資料などがメイン
• 衛星画像データとGISを併用することで，農業生産への広域的な利用が可能

齋藤ほか(2017)や石塚(2019)によると，
• 日本におけるリモートセンシングは，1970年代から始まる
• 特に，地上分解能30mのLandsat/TMのデータを活用した研究が行われる
• センサー性能の向上，ドローンの登場により，圃場内の詳細な計測から経営サポート等に活用

近年では，政府の統計データが地図データとして入手可能
農林水産省でも様々に対応しているところ

https://jstatmap.e-stat.go.jp/map.html

地図で見る統計

(jSTAT MAP)
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リモートセンシングの農業利用

空
間
解
像
度

観測面積・分析規模

数cm～

数10m

１m～

10m～

数m～ 10 km～1 km～ 100 km～

GeoEye

RapidEye

Sentinel-2

LANDSAT

航空機・
ドローン

SPOT

資料：井上(2017)および斎藤・石塚(2019)を参考に著者作成

Dove

MODIS

AVNIR-2

個別経営体

地域・市町村

全国

都道府県
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ドローンの利用によって個別
の経営体での活用等は急速に
進んでいるものの，自治体や
国レベルでの活用は途上



今だからこそ有効活用ができるか？

• 効率的な農地の活用
→詳細な利用状況の把握が重要

• 行政における限られた予算
• 担当者の定期的な異動

→安価かつ簡便な手法

農林水産省の新たな基本計画

食料自給力の確保
→ 農地の確保，生産コスト低減，

農地の大区画化，スマート農
業の推進

無償で使える衛星画像 無償で使える全国一律の圃場区画情報

https://open.fude.maff.go.jp/https://browser.dataspace.copernicus.eu/
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GISやリモートセンシング活用に向けての動き

GISやリモートセンシングの活用につ
いて，マニュアルや手引き等の情報は
数多くある。

なかなかすそ野が広まっていない印象

事例を通じて，有効性を紹介
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• 国産の麦・大豆は，堅調な需要がある一方で，作柄が天候の影響を受け
やすく，供給量や品質が安定せず，需要の大部分を輸入で賄っている。

• 近年の不安定な国際的社会情勢の影響により，輸入依存度の高い麦・大
豆の安定供給は喫緊の課題。

• 農林水産省では，麦・大豆の国産化プランを策定するなど，国内生産の
拡大を推進。

• 作付けの団地化，ブロックローテーション，営農技術の導入等を推進。

小麦の栽培について，収穫適期や収量予測に関する技術的な研究は進んで
いるものの，団地化やブロックローテーションに関する営農形態や生産性
等に関する研究は遅れている。
行政の限られた予算の中で実態把握・分析を行うためには，簡便で安価な
手法が利用できることも重要である。

（事例）小麦の作付け状況の広域的な把握8



簡便かつ安価な手法によって，
小麦作付状況をどの程度把握できるのか？

筆ポリゴン

Sentinel-2

Arc GIS Pro

筆ポリゴンとSentinel-2の画像を利用して秋まき小麦の作付け状況を分析
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明治用水の豊かな水にはぐくまれ「日本デンマーク」と呼
ばれるほど農業先進都市として発展。名古屋市から30km，
近隣には工業地帯が多く，急速に都市化が進んでいる。

調査地（愛知県安城市）
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⚫生産の振興
政策方針において，ブロックローテー
ションによる団地化を促進し，計画的
な生産と水田の高度利用を推進。

組合を組織し，２年３作体制で米・
麦・大豆を生産。
連担化して作付けし，生産性の向上を
図る。
1年を通しての作業分散を行い，経営リ
スクの分散を図る。

調査地（愛知県安城市）11



方法（小麦栽培圃場抽出）

Sentinel-2
（3月のデータ）

NDVI(植生指数)

筆ポリゴン

ゾーン統計により，
筆ポリゴンにNDVIの

平均値を格納

作付計画図（紙）
ジオリファレンス

一部集落における
分析結果の
精度検証
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Arc GIS Proを使った分析

Sentinel-2 の画像を，対象地域
に合わせて切り取る
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Sentinel-2

可視光，近赤外域の解像度 → 10m

観測幅     → 290km

回帰日数    → 10日



植生指数（NDVI）の計算

Arc GIS Proでは，デフォルト
で指数算出のプログラムが
入っている。

近赤外 - 赤

近赤外+ 赤
NDVI =
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植生指数（NDVI）の計算15



「ゾーン統計をテーブルに出力」により
筆ポリゴンの中のNDVI値を計算

筆ポリゴン

NDVIラスター

平均値，中央値
等を計算できる。
→今回は平均値
を採用

出力結合レイヤー
を保存することで，
筆ポリゴンにデー
タが結合されたポ
リゴンがアウト
プットされる
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MEANフィールドを右ク
リックし，「統計の探索」
をクリック。

MEANフィールド全体の平均値（0.317118）を
使って各ポリゴンの植生の有無を決定する。

全筆ポリゴンのNDVIの平均値を計算17



When($feature[‘MEAN’] >= 平均値, 1, 0)

フィールド演算を使って，
平均値以上を小麦栽培圃場として抽出18



分析結果の様子（１＝小麦栽培圃場）19



2021年 2022年 2023年

結果（作付状況）：赤色が小麦作付け圃場20

資料：Sentinel-2画像および筆ポリゴンを使って著者作成



21年栽培面積

(ha)

22年栽培面積

(ha)

23年栽培面積

(ha)
圃場面積

(ha)
圃場枚数

圃場数 圃場数 圃場数

合計 1,226 8,466 1,196 8,158 1,196 8,318 3,688 26,377

結果（作付状況）

• 毎年32~33%の圃場で秋まき小麦が栽培されていると推定
• 安城市へのヒアリング調査結果とも合致

21



結果（精度検証）

農地利用計画地図 分析結果
黄緑：小麦作付け圃場，
灰色：それ以外

小麦作付け地域水稲作付け地域 分析結果（小麦作付け圃場）
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結果（精度検証）

一致率（％）
（筆ポリゴン数）

一致率（％）
（面積）

2021 91.1 96.4

2022 91.8 96.6

2023 88.8 94.7

秋まき小麦作付け精度分析結果

⚫ 利用計画を「正」として，どれだけ分析結果が一致していたか
⚫ 筆ポリゴン数・面積ともに，おおよそ90%の精度
⚫ 特に面積あたりの精度が高くなった。

→小さな圃場で誤分類の可能性。
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転作
非転作

個人農家が営農し，転作をしていな
い可能性。
利用計画よりも分析結果の方が正し
い。

非転作
転作

雑草の影響の可能性。
前年度に転作を行って
いる場所に多い傾向。

資料：現地ヒアリング調査結果をもとに著者作成。

結果（精度検証）24



おわりに

（事例）簡便かつ安価な手法によって作付状況をどの程度把握できるか？

⚫筆ポリゴンとSentinel-2データを利用し，90％程度の精度で把握。

筆ポリゴン → 全国一律で整備
人工衛星画像 → 全国のデータ入手可能

⚫全国的に均質のデータを無料で入手
⚫広く知られている一般的な手法の組み合わせ
⚫個人のPCで比較的簡単なステップにより分析
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データ，ソフト，PCの性能ともに大きく進化！
様々な業務へGIS活用のチャンスが訪れている？！



ご清聴ありがとうございました！

Sentinel-2(24.03.15) Sentinel-2(24.03.15)
現地写真(24.03.26)
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